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　平成19年から工事を進
めていました東条地域のケ
ーブルテレビ工事が完了し、
加東市全域でケーブルテレ
ビサービスを開始します。 
　4月から加東ケーブルビ
ジョン（ＫＣＶ）の愛称で、
新しいコミュニケーション
の輪をお届けします。 

　「
山
よ
し
！
技
よ
し
！
文
化
よ
し
！
」

の
ま
ち
づ
く
り
を
支
え
る
Ｋ
Ｃ
Ｖ
は
、

合
併
し
た
三
町
の
住
民
の
み
な
さ
ま

の
間
に
一
体
感
を
育
む
た
め
の
大
切

な
ツ
ー
ル
で
す
。
特
に
、
各
地
域
で

培
わ
れ
た
文
化
や
四
季
折
々
に
行
わ

れ
る
行
事
の
数
々
を
、
自
宅
に
居
な

が
ら
目
に
す
る
こ
と
の
で
き
る
自
主

制
作
番
組
が
、
そ
の
メ
イ
ン
で
す
。
 

　
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
在
宅
健
康
支

援
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
音
声
告
知

放
送
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
健
康
で

文
化
的
な
私
た
ち
の
生
活
を
支
え
る

も
の
と
し
て
、
今
後
ま
す
ま
す
重
要

と
な
っ
て
き
ま
す
。
将
来
の
加
東
の

文
化
を
豊
か
な
も
の
に
す
る
た
め
に
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
は
な
く
て
は
な
ら

な
い
も
の
に
な
る
で
し
ょ
う
。
 

　
今
後
は
、
全
地
域
に
お
け
る
サ
ー

ビ
ス
の
統
一
と
充
実
が
図
ら
れ
、
双

方
向
通
信
な
ど
の
新
技
術
を
取
り
入

れ
つ
つ
、
住
民
参
加
型
の
メ
デ
ィ
ア

と
し
て
発
展
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
視
聴
者
で

あ
る
住
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
が

ぜ
ひ
と
も
必
要
で
す
。
生
ま
れ
た
て

の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
網
を
立
派
に
育

て
上
げ
る
た
め
に
、
ど
う
か
一
層
の

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

加東市ケーブルテレビ 
４月から 

市内全域に放送開始！ 
 

▼デジタル放送に対応した 
　専用チューナーＳＴＢ 
　（セット・トップ・ボックス） 
 

情
報
の
ま
ち
加
東
市 

 　
市
内
全
域
を
つ
な
ぐ
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
網
。
そ
れ
は
加
東
市
が
誇

る
大
き
な
財
産
で
す
。
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
網
は
、
Ｉ
Ｔ
時
代
に
対
応

し
た
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
こ
と
が
可
能
で
す
。
 

　
そ
の
中
で
も
、
加
東
ケ
ー
ブ
ル

ビ
ジ
ョ
ン
「
Ｋ
Ｃ
Ｖ
」
が
最
も
大

切
に
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
が
自
主

制
作
番
組
の
放
送
で
す
。
 

　
市
民
の
み
な
さ
ま
の
交
流
や
活

動
の
様
子
、
安
全
安
心
の
た
め
の

防
災
防
犯
情
報
な
ど
、
日
々
の
暮

ら
し
に
ね
ざ
し
た
地
域
密
着
型
の

情
報
を
お
届
け
す
る
こ
と
で
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
輪
を
広
げ

て
い
く
こ
と
が
重
要
な
役
割
と
考

え
て
い
ま
す
。
 
 
 
 
 

  　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、
特
に
自
主

制
作
番
組
に
は
、
次
の
よ
う
な
効

果
が
期
待
で
き
ま
す
。
 

【
人
の
輪
効
果
】
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　
井
戸
端
会
議
が
少
な
く
な
っ
た

近
年
、
地
域
の
連
携
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
が
希
薄
に
な
り
つ
つ
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
自
主
制
作
番
組
は
、
身
近
な
話

題
や
行
事
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

番
組
を
通
し
て
お
互
い
の
接
点
、

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
生
ま
れ

て
い
ま
す
。
 

【
盛
り
上
が
り
効
果
】
 

　
テ
レ
ビ
取
材
に
よ
り
、
行
事
を

主
催
さ
れ
る
方
や
参
加
者
は
、
行

事
の
成
功
に
向
け
、
よ
り
力
を
入

れ
て
い
た
だ
い
て
い
る
よ
う
で
す
。
 

　
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
に
し
よ
う
と

創
意
工
夫
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

行
事
が
盛
り
上
が
り
、
地
域
の
活

発
化
、
活
性
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
 

【
ふ
る
さ
と
再
発
見
】
 

　
普
段
何
気
な
く
暮
ら
す
地
域
は
、

そ
こ
に
住
む
方
々
に
と
っ
て
意
外

と
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
も
多
い

よ
う
で
す
。
 

　
映
像
を
通
じ
て
、
い
つ
も
と
は

少
し
違
う
角
度
か
ら
地
域
を
見
直

す
こ
と
で
、
ふ
る
さ
と
に
興
味
と

愛
着
が
わ
い
て
き
ま
す
。
 

【
人
材
発
掘
】
 

　
意
外
な
方
が
テ
レ
ビ
を
通
じ
て

新
た
な
才
能
を
見
せ
て
お
ら
れ
る

こ
と
も
多
い
よ
う
で
す
。
 

　
地
域
の
中
で
、
そ
の
才
能
が
大

い
に
発
揮
さ
れ
る
機
会
が
生
ま
れ

て
い
ま
す
。
 

【
若
返
り
効
果
】
 

　
元
気
は
つ
ら
つ
と
し
た
お
年
寄

り
が
増
え
て
い
ま
す
。
テ
レ
ビ
に

映
る
と
知
ら
ず
知
ら
ず
に
背
筋
が

伸
び
る
そ
う
で
す
。
お
年
寄
り
の

元
気
の
源
で
す
。
 

【
問
題
提
起
】
 

　
ご
み
問
題
や
教
育
に
関

す
る
問
題
な
ど
を
提
起
す

る
こ
と
で
、
一
人
ひ
と

り
が
考
え
る
機
会
に
つ

な
が
り
、
解
決
に
向
け

た
行
動
を
起
こ
す
き

っ
か
け
と
な
っ
て
い

ま
す
。
 

  　
加
東
ケ
ー
ブ
ル
ビ
ジ

ョ
ン
は
、
日
々
進
歩
す
る

情
報
技
術
へ
の
対
応
を
図

り
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も

常
に
市
民
の
み
な
さ
ま
が

主
役
の
番
組
づ
く
り
、
サ
ー

ビ
ス
提
供
に
努
め
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
 

　
地
域
情
報
セ
ン
タ
ー
 

　
1
４
２
・
８
３
３
０
 

加
東
市
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
魅
力
 

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
効
果
 

市
民
が
主
役
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こ
れ
か
ら
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
 

期
待
す
る
こ
と
 

 

次
の
項
目
は
四
月
か
ら
 

新
し
い
制
度
に
な
り
ま
す
 

　
加
東
市
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
は
、
平
成

二
年
九
月
に
、
滝
野
地
域
に
お
い
て
、
県

下
初
の
公
営
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
あ
る

「
滝
野
ケ
ー
ブ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

（
Ｔ
Ｃ
Ｃ
）」
と
し
て
産
声
を
上
げ
た
の
が

始
ま
り
で
し
た
。
当
時
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
衛
星

放
送
が
始
ま
る
な
ど
、
テ
レ
ビ
放
送
の
一

つ
の
転
換
期
で
も
あ
り
ま
し
た
。
 

　
そ
の
後
、
平
成
十
六
年
四
月
に
社
地
域

で
「
テ
レ
ネ
ッ
ト
や
し
ろ（
Ｔ
Ｎ
Ｙ
）」
が

開
局
し
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
利
用
し
た

在
宅
健
康
支
援
サ
ー
ビ
ス
や
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
テ
レ
ビ
と
通
信
が

融
合
し
た
新
し
い
形
の
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま

り
ま
し
た
。
 

　
そ
し
て
、
平
成
十
九
年
、
東
条
地
域
で

最
新
の
「
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ
（
加
入
者
宅
ま
で
光

フ
ァ
イ
バ
ー
を
引
き
込
む
）
方
式
」
に
よ

る
整
備
を
行
い
、
デ
ジ
タ
ル
時
代
に
対
応

し
た
Ｓ
Ｔ
Ｂ
（
セ
ッ
ト
・
ト
ッ
プ
・
ボ
ッ

ク
ス
）
を
導
入
、
鮮
明
な
画
像
、
ク
リ
ア

な
音
声
で
テ
レ
ビ
を
お
楽
し
み
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
加
東

市
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
が
、

ア
ナ
ロ
グ
か
ら
デ
ジ
タ
ル
の

世
界
へ
と
大
き
な
一
歩
を
ス

タ
ー
ト
し
た
の
で
す
。（
社
・

滝
野
地
域
で
も
、
ホ
ー
ム
タ

ー
ミ
ナ
ル
や
コ
ン
バ
ー
タ
ー

を
計
画
的
に
Ｓ
Ｔ
Ｂ
に
交
換

し
て
い
き
ま
す
）
 

　
ふ
る
さ
と
の
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
の
歴
史
は
、
情
報
化
時

代
へ
の
対
応
の
歴
史
そ
の
も

の
と
言
え
ま
す
。
 

【
デ
ジ
タ
ル
放
送
】
 

◆
平
成
二
十
年
度
か
ら
、
市
内
全
域
で
デ

　
ジ
タ
ル
放
送
が
始
ま
り
ま
す
。
社
・
滝

　
野
地
域
で
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
視
聴
す
る

　
に
は
ホ
ー
ム
タ
ー
ミ
ナ
ル
・
コ
ン
バ
ー

　
タ
ー
を
Ｓ
Ｔ
Ｂ
に
交
換
す
る
必
要
が
あ

　
り
ま
す
。
Ｓ
Ｔ
Ｂ
に
交
換
さ
れ
た
場
合

　
は
、
交
換
の
翌
月
か
ら
使
用
料
が
月
額

　
五
百
円
ア
ッ
プ
し
ま
す
。
 

【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
】
 

◆
月
額
使
用
料
二
千
円
の
ま
ま
で
、
次
の

　
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

（１）
滝
野
地
域
で
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
が
三

　
個
ま
で
利
用
可
能
に
な
り
ま
す
。
 

（２）
送
受
信
で
き
る
最
大
メ
ー
ル
サ
イ
ズ
が

　
五
〇
Ｍ
Ｂ
に
ア
ッ
プ
し
ま
す
。
 

（３）
滝
野
地
域
で
ケ
ー
ブ
ル
モ
デ
ム
を
無
償

　
貸
与
し
ま
す
。
（
こ
れ
ま
で
は
購
入
し

　
て
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
）
 

◆
市
内
全
域
で
通
信
速
度
三
〇
Ｍ
ｂ
ｐ
ｓ

　
（
ベ
ス
ト
エ
フ
ォ
ー
ト
型
）
で
イ
ン
タ

　
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。
 

◆
送
受
信
で
き
る
メ
ー
ル
の
サ
イ
ズ
が
追

　
加
で
き
ま
す
。（
オ
プ
シ
ョ
ン
　
一
〇

　
Ｍ
Ｂ
に
つ
き
月
額
千
円
）
 

【
Ｉ
Ｐ
電
話
】
 

◆
東
条
地
域
に
も
利
用
が
拡
大
さ
れ
ま
す
。

　
社
・
東
条
地
域
内
の
加
入
者
間
同
士
で
、

　
Ｉ
Ｐ
電
話
を
使
用
し
て
無
料
で
通
話
が

　
で
き
ま
す
。
 

【
音
声
告
知
放
送
】
 

◆
東
条
地
域
で
の
有
線
放
送
は
三
月
末
を

　
も
っ
て
廃
止
し
ま
し
た
。
代
わ
っ
て
、

　
映
像
放
送
・
文
字
放
送
・
音
声
告
知
放

　
送
で
よ
り
き
め
細
や
か
な
情
報
を
お
伝

　
え
し
ま
す
。
特
に
、
地
区
や
学
校
か
ら

　
の
身
近
な
お
知
ら
せ
が
届
き
ま
す
。
 

【
加
入
金
制
度
】
 

◆
加
入
金
の
制
度
が
変
わ
り
ま
す
。
 

■
一
戸
建
て
住
宅
の
場
合
 

　
こ
れ
ま
で
、社
地
域
で
、五
万
円
必
要
で

　
あ
っ
た
加
入
金
を
、
引
込
工
事
金
三
万

　
円
、宅
内
機
器
分
担
金
二
万
円（
現
在
、

　
滝
野
地
域
は
音
声
告
知
機
が
使
用
で
き

　
ま
せ
ん
の
で
一
万
円
）
に
分
け
ま
し
た
。
 

　
こ
れ
に
よ
り
、
宅
内
機
器
（
Ｓ
Ｔ
Ｂ
な

　
ど
）
を
す
で
に
お
持
ち
の
方
が
市
内
に

　
引
っ
越
さ
れ
る
場
合
な
ど
は
、
引
込
工

　
事
金
の
み
で
再
加
入
し
て
い
た
だ
く
こ

　
と
が
で
き
ま
す
。
 

■
集
合
住
宅
の
場
合
 

　
社
地
域
で
の
集
合
住
宅
へ
の
引
込
工
事

　
金
の
所
有
者
負
担
分
が
、
一
戸
あ
た
り

　
二
万
五
千
円
か
ら
滝
野
、
東
条
地
域
と

　
同
じ
一
万
円
に
な
り
ま
す
。集
合
住
宅
の

　
み
な
さ
ま
に
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
ご
加
入

　
い
た
だ
き
や
す
く
な
り
ま
し
た
。
 

　
一
万
円
×
入
居
可
能
戸
数
+
一
律
二

　
万
円
 

　
別
途
、
宅
内
機
器
分
担
金
（
集
合
住
宅

　
の
入
居
者
負
担
）
二
万
円
が
必
要
で
す
。
 

【
減
免
制
度
】
 

◆
加
入
金
や
使
用
料
の
減
免
の
制
度
が
変

わ
り
ま
す
。
 

（１）
心
身
に
障
害
を
お
持
ち
の
方
で
独
り
暮

　
ら
し
の
方
は
免
除
に
な
り
ま
す
。
（
こ

　
れ
ま
で
は
減
額
）
 

 （２）
心
身
に
障
害
を
お
持
ち
の
方
が
同
居
さ

　
れ
て
い
る
世
帯
は
減
額
さ
れ
ま
す
。（
こ

　
れ
ま
で
社
地
域
で
は
制
度
な
し
）
 

　
※
障
害
の
程
度
に
よ
り
該
当
し
な
い
場

　
　
合
が
あ
り
ま
す
。
 

　
こ
の
ほ
か
に
、
 

（３）
生
活
保
護
世
帯
は
免
除
に
な
り
ま
す
。
 

（４）
七
十
歳
以
上
で
独
り
暮
ら
し
の
方
は
減

　
額
に
な
り
ま
す
。
 

　
（１）
〜
（４）
に
該
当
さ
れ
る
方
は
申
請
書
を

　
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

【
使
用
料
】
 

◆
年
払
い
や
半
年
払
い
の
制
度
が
な
く
な

　
り
ま
し
た
。
使
用
料
は
毎
月
末
に
お
届

け
の
口
座
か
ら
引
き
落
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、

オ
プ
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ

ス
な
ど
を
含
む
全

額
を
一
括
し
て

引
き
落
と
さ

せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
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